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　平昌2018大会のスピードスケート女子500メートル決勝では、
金メダルを獲得した日本の小平 奈緒選手が、レース後、涙を流すラ
イバル・韓国のイ・サンファ選手をたたえる姿が話題になりました。

　日本で行われた冬季大
会に目を向けると、長野
1998大会のスキージャ
ンプラージヒル団体で、日
本は１回目のジャンプで
４位と出遅れてしまいま
した。しかし、悪天候による中断を経て、日本勢は４人全員がＫ点越えのジャンプを
成功させ、大逆転で金メダルを獲得しました。
　また、札幌で開催された1972年大会のスキージャンプ70ｍ級で、日本の三選
手が金・銀・銅メダルを獲得し、冬季大会で初めて表彰台を独占しました。これを
きっかけに、日本のスキージャンプチームは「日の丸飛行隊」と呼ばれるようになり
ました。

　形のあるものをもたらすだけではなく、私たちの心に感動を呼び起こしてくれる
ものがオリンピック・パラリンピックなのです。

•アイスホッケー
Ⓒ毎日新聞社/アフロ

ⒸSAWGOC / PHOTO KISHIMOTO

ⒸSAWGOC / PHOTO KISHIMOTOⒸSAWGOC / JapanSportsⒸSAWGOC / JapanSportsⒸSAWGOC / JapanSports

Ⓒpicture alliance/アフロ

　札幌で行われた東京2020オリンピックの陸上男子マラソンで
は、オランダのアブディ・ナゲーエ選手が銀メダル、ベルギーのバ
シル・アブディ選手が銅メダルを獲得しました。２人はソマリア出
身ですが、内戦により祖国を離れ、難民としてそれぞれ違う国から
出場していました。
　ゴール直前、バシル・アブディ選手は先を走るアブディ・ナゲー
エ選手からの、手招きと励まされるようなしぐさに応え、３位争い
から抜け出し、見事メダルを獲得しました。困難を乗り越え栄光を
手にした２人の姿に、世界中が感動しました。

　東京2020パラリンピックの自転車ロード女子タイムトラ
イアルでは、杉浦 佳子選手が日本のパラリンピック史上最年
長の50歳で金メダルを獲得しました。
　金メダル獲得後の「最年少記録は二度と作れないけど、最
年長記録はまた作れますね」という言葉は、パラアスリートの
不屈の精神を象徴するとともに、さらなる高みを目指して挑戦
し続ける姿が、多くの人の心を動かしました。

アイスホッケー

•フィギュアスケート •ショートトラック •スピードスケート
スケート

•アルペンスキー •クロスカントリースキー •ノルディック複合

•ジャンプ •フリースタイルスキー •スノーボード

スキー
•バイアスロン
バイアスロン

•カーリング
カーリング

•リュージュ
リュージュ

•ボブスレー •スケルトン
ボブスレー

2030 Hokkaido Sapporo
Olympic And Paralympic
Winter Games

オリンピック

2030 Hokkaido Sapporo
Olympic And Paralympic
Winter Games

競技0404

開催期間

競 技 数

2030年2月8日金～24日日の17日間（想定）
７競技 １０９種目

競技紹介

オリンピック・パラリンピックが
私たちの心にもたらすもの

※北京2022大会の競技・種目を参考に想定

Ⓒ松尾/アフロスポーツ

Ⓒ日刊スポーツ/アフロ

Ⓒ毎日新聞社/アフロ

ⒸSAWGOC / PHOTO KISHIMOTOⒸSAWGOC / PHOTO KISHIMOTO

ⒸSAWGOC / PHOTO KISHIMOTO

ⒸSAWGOC / PHOTO KISHIMOTO

ⒸSAWGOC / PHOTO KISHIMOTO ⒸSAWGOC / PHOTO KISHIMOTO
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　パラリンピックの原点は、1948年に遡ります。当時イギ
リスの医師であったルードウィッヒ・グットマンは、戦争で
障がいを負った人々のリハビリテーションの一環として、
車いす使用者によるアーチェリー大会を開催しました。そ
の後、1960年にイタリアのローマで第1回大会が、1976
年にはスウェーデンのエンシェルツヴィークで第1回冬季
大会がそれぞれ開催され、現在は原則、オリンピックの開
催後、同じ都市、同じ会場で行われることとされています。
　パラリンピックは、様々な障がいを持つアスリートが、

スポーツを通して無限の可能性を追求し、誰もが公平にそ
の能力を最大限発揮できる機会となります。「Impossible」
を「I’m Possible」※へ、パラリンピアンがこれを体現する
姿は、私たちに工夫と勇気をもって行動を起こすことの大
切さを気付かせてくれます。

パラアイスホッケー

パラアルペンスキー パラクロスカントリースキー パラスノーボード

車いすカーリング パラバイアスロン

•立位／座位／視覚 •立位／座位／視覚

•立位／座位／視覚

2030 Hokkaido Sapporo
Olympic And Paralympic
Winter Games

0404 競技

※平昌2018大会の実績値

パラリンピック

開催期間

競 技 数

2030年3月8日金～17日日の10日間（想定）

2,891人

6競技 80種目

競技紹介

パラリンピックとは

※北京2022大会の競技・種目を参考に想定

世界最大の冬季スポーツ大会が北海道・札幌に！
●参加アスリート数

〈参考〉東京2020大会（暫定値）
●参加アスリート数

オリンピック

12会場

●競技会場数
オリンピック

563人
パラリンピック

４会場

パラリンピック

307個

●授与されるメダルの数

●競技会場数 ●授与されたメダルの数

オリンピック

241個
パラリンピック

11,092人
オリンピック

42会場
オリンピック

4,403人
パラリンピック

21会場
パラリンピック

1,080個
オリンピック

1,779個
パラリンピック

※不可能（Impossible）だと思えたことも、考え方を変えたり、
少し工夫したりすればできるようになる（I’m Possible）とい
う、パラリンピックの選手たちが体現するメッセージが込めら
れた造語

Ⓒ毎日新聞社/アフロ
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会場配置計画

競技

2030 Hokkaido Sapporo
Olympic And Paralympic
Winter Games

0404

札幌 帯広

既存（仮設工事のみ）
既存（改修工事あり）
既存施設建替

JR
地下鉄
市電
高速道路
幹線道路
その他の道路

東京
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長野
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番 号 会　場

西岡バイアスロン競技場

長野市ボブスレー・リュージュパーク（スパイラル）

月寒体育館

新月寒体育館

真駒内公園屋内競技場

スポーツ交流施設コミュニティドーム（つどーむ）

帯広の森屋内スピードスケート場

大倉山ジャンプ競技場

白旗山競技場

ニセコエリア

サッポロテイネスキー場

札幌国際スキー場

さっぽろばんけいスキー場

札幌ドーム

札幌コンベンションセンター

新展示場

市営住宅月寒団地ほか

■バイアスロン
▲パラバイアスロン／パラクロスカントリースキー

■ボブスレー・ボブスレー／ボブスレー・スケルトン
　リュージュ

■カーリング
▲車いすカーリング

■アイスホッケー１
▲パラアイスホッケー

■アイスホッケー２

■スケート・フィギュアスケート
　スケート・ショートトラック

■スケート・スピードスケート

■スキー・アルペンスキー
▲パラアルペンスキー

■スキー・アルペンスキー
▲パラアルペンスキー

■スキー・クロスカントリースキー
　スキー・ノルディック複合クロスカントリー

■スキー・ジャンプ
　スキー・ノルディック複合ジャンプ

■スキー・フリースタイルスキー
　スキー・スノーボード
▲パラスノーボード

■スキー・フリースタイルスキー
　スキー・スノーボード
▲パラスノーボード

■開会式／閉会式／メダルプラザ
▲開会式／閉会式／メダルプラザ

■メインプレスセンター

■国際放送センター
▲国際放送センター ※メインプレスセンターの機能を含む

■選手村
▲選手村

競技種目等

※老朽化した市営住宅の建替計画と連動した整備のほか、
既存ホテルの活用等、札幌市内で２～３の分村を検討。

●札幌1972大会時の会場等、すでに市民利用されている施設を最大限活用します
●都心の近くでウインタースポーツを楽しめる、札幌の特徴を活かします
●樹木の伐採等は、競技に必要な最小限の範囲内におさめ、低炭素化に貢献する新たな技術を導入
　するなど、環境保全に努めます

札幌ならではの会場配置計画

既存施設建替

新設の競技会場

既存（仮設工事のみ）

既存（改修工事あり）

競技会場

13
既存の競技会場

92.3％

1 1

11

0会場 

■：オリンピック
▲：パラリンピック

※この計画は現時点での予定です。今後変更となる場合があります。

競 技 会 場

非 競 技 会 場
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市営住宅月寒団地ほか

■バイアスロン
▲パラバイアスロン／パラクロスカントリースキー

■ボブスレー・ボブスレー／ボブスレー・スケルトン
　リュージュ

■カーリング
▲車いすカーリング

■アイスホッケー１
▲パラアイスホッケー

■アイスホッケー２

■スケート・フィギュアスケート
　スケート・ショートトラック

■スケート・スピードスケート

■スキー・アルペンスキー
▲パラアルペンスキー

■スキー・アルペンスキー
▲パラアルペンスキー

■スキー・クロスカントリースキー
　スキー・ノルディック複合クロスカントリー

■スキー・ジャンプ
　スキー・ノルディック複合ジャンプ

■スキー・フリースタイルスキー
　スキー・スノーボード
▲パラスノーボード

■スキー・フリースタイルスキー
　スキー・スノーボード
▲パラスノーボード

■開会式／閉会式／メダルプラザ
▲開会式／閉会式／メダルプラザ

■メインプレスセンター

■国際放送センター
▲国際放送センター ※メインプレスセンターの機能を含む

■選手村
▲選手村

競技種目等

※老朽化した市営住宅の建替計画と連動した整備のほか、
既存ホテルの活用等、札幌市内で２～３の分村を検討。

●札幌1972大会時の会場等、すでに市民利用されている施設を最大限活用します
●都心の近くでウインタースポーツを楽しめる、札幌の特徴を活かします
●樹木の伐採等は、競技に必要な最小限の範囲内におさめ、低炭素化に貢献する新たな技術を導入
　するなど、環境保全に努めます

札幌ならではの会場配置計画

既存施設建替

新設の競技会場

既存（仮設工事のみ）

既存（改修工事あり）

競技会場

13
既存の競技会場

92.3％

1 1

11

0会場 

■：オリンピック
▲：パラリンピック

※この計画は現時点での予定です。今後変更となる場合があります。

競 技 会 場

非 競 技 会 場
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■バイアスロン
▲パラバイアスロン／パラクロスカントリースキー

札幌市豊平区西岡
既存（改修工事あり）

西岡バイアスロン競技場1

札幌1972大会時に新設され、バイアスロンの会場として
利用されました。その後もアジアバイアスロン選手権大会
やIPCワールドパラノルディックスキーワールドカップなど、
数多くの大会が開催されている競技場です。

所 在 地
整備手法

■ボブスレー・ボブスレー／ボブスレー・スケルトン
　リュージュ

長野県長野市中曽根
既存（改修工事あり）

長野市ボブスレー・リュージュ
パーク（スパイラル）2

長野1998大会時にボブスレー、リュージュ会場として利用
され、その後も国際競技大会が開催されたソリ競技施設で
す。現在、冬期の製氷は休止していますが（冬期休園）、日本
のトップ選手がトレーニングを行うナショナルトレーニング
センターに指定されています。

所 在 地
整備手法

■カーリング
▲車いすカーリング

札幌市豊平区月寒東
既存（仮設工事のみ）

月寒体育館3

札幌1972大会時にはアイスホッケーの会場として利用さ
れ、2015年には世界女子カーリング選手権大会が行われ
た施設です。現在は通年型スケートリンクとして利用されて
います。

所 在 地
整備手法

■アイスホッケー１
▲パラアイスホッケー

札幌市豊平区羊ヶ丘（予定）
既存施設建替

新月寒体育館4

月寒体育館の後継施設として、移転建替を予定している施
設です。2030年の札幌オリンピック・パラリンピック時に
は新旧２つの月寒体育館をそれぞれ競技会場として活用
します。

所 在 地
整備手法

■アイスホッケー２

札幌市南区真駒内公園
既存（改修工事あり）

真駒内公園屋内競技場5

札幌1972大会時に閉会式、フィギュアスケート、アイスホッ
ケーの会場として利用された、大会のレガシーを象徴する施
設です。2017年冬季アジア札幌大会では、フィギュアス
ケートとスケート・ショートトラックで利用されたほか、NHK
国際フィギュアスケート競技大会や全日本アイスホッケー
選手権等数多くの大会が開催されている競技場です。

所 在 地
整備手法

■スケート・フィギュアスケート／スケート・ショートトラック

札幌市東区栄町
既存（改修工事あり）

スポーツ交流施設
コミュニティドーム（つどーむ）6

全天候型施設として、スポーツだけでなくイベントなどでも
活用され、「つどーむ」の愛称で多くの方に親しまれていま
す。2030年の札幌オリンピック時には、仮設の観客スタン
ドを設置して活用します。

所 在 地
整備手法

■スケート・スピードスケート

帯広市南町南7線
既存（改修工事あり）

帯広の森屋内スピードスケート場7

自然条件に左右されず、通年利用が可能な屋内リンクとし
て2009年に開設された施設です。開設以来、多くの国際
競技大会が開催されているほか、日本のトップ選手がト
レーニングを行うナショナルトレーニングセンターに指定
されています。

所 在 地
整備手法

■スキー・ジャンプ
　スキー・ノルディック複合ジャンプ

札幌市中央区宮の森
既存（改修工事あり）

大倉山ジャンプ競技場8

1931年に開設以来、札幌1972大会をはじめ数々の国際
競技大会が行われています。敷地内の札幌オリンピック
ミュージアムは冬のスポーツ文化やオリンピック・パラリン
ピック教育の拠点となっているほか、札幌市内を一望できる
立地のため市内有数の観光地としても親しまれています。
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■バイアスロン
▲パラバイアスロン／パラクロスカントリースキー

札幌市豊平区西岡
既存（改修工事あり）

西岡バイアスロン競技場1

札幌1972大会時に新設され、バイアスロンの会場として
利用されました。その後もアジアバイアスロン選手権大会
やIPCワールドパラノルディックスキーワールドカップなど、
数多くの大会が開催されている競技場です。

所 在 地
整備手法

■ボブスレー・ボブスレー／ボブスレー・スケルトン
　リュージュ

長野県長野市中曽根
既存（改修工事あり）

長野市ボブスレー・リュージュ
パーク（スパイラル）2

長野1998大会時にボブスレー、リュージュ会場として利用
され、その後も国際競技大会が開催されたソリ競技施設で
す。現在、冬期の製氷は休止していますが（冬期休園）、日本
のトップ選手がトレーニングを行うナショナルトレーニング
センターに指定されています。

所 在 地
整備手法

■カーリング
▲車いすカーリング

札幌市豊平区月寒東
既存（仮設工事のみ）

月寒体育館3

札幌1972大会時にはアイスホッケーの会場として利用さ
れ、2015年には世界女子カーリング選手権大会が行われ
た施設です。現在は通年型スケートリンクとして利用されて
います。

所 在 地
整備手法

■アイスホッケー１
▲パラアイスホッケー

札幌市豊平区羊ヶ丘（予定）
既存施設建替

新月寒体育館4

月寒体育館の後継施設として、移転建替を予定している施
設です。2030年の札幌オリンピック・パラリンピック時に
は新旧２つの月寒体育館をそれぞれ競技会場として活用
します。

所 在 地
整備手法

■アイスホッケー２

札幌市南区真駒内公園
既存（改修工事あり）

真駒内公園屋内競技場5

札幌1972大会時に閉会式、フィギュアスケート、アイスホッ
ケーの会場として利用された、大会のレガシーを象徴する施
設です。2017年冬季アジア札幌大会では、フィギュアス
ケートとスケート・ショートトラックで利用されたほか、NHK
国際フィギュアスケート競技大会や全日本アイスホッケー
選手権等数多くの大会が開催されている競技場です。

所 在 地
整備手法

■スケート・フィギュアスケート／スケート・ショートトラック

札幌市東区栄町
既存（改修工事あり）

スポーツ交流施設
コミュニティドーム（つどーむ）6

全天候型施設として、スポーツだけでなくイベントなどでも
活用され、「つどーむ」の愛称で多くの方に親しまれていま
す。2030年の札幌オリンピック時には、仮設の観客スタン
ドを設置して活用します。

所 在 地
整備手法

■スケート・スピードスケート

帯広市南町南7線
既存（改修工事あり）

帯広の森屋内スピードスケート場7

自然条件に左右されず、通年利用が可能な屋内リンクとし
て2009年に開設された施設です。開設以来、多くの国際
競技大会が開催されているほか、日本のトップ選手がト
レーニングを行うナショナルトレーニングセンターに指定
されています。

所 在 地
整備手法

■スキー・ジャンプ
　スキー・ノルディック複合ジャンプ

札幌市中央区宮の森
既存（改修工事あり）

大倉山ジャンプ競技場8

1931年に開設以来、札幌1972大会をはじめ数々の国際
競技大会が行われています。敷地内の札幌オリンピック
ミュージアムは冬のスポーツ文化やオリンピック・パラリン
ピック教育の拠点となっているほか、札幌市内を一望できる
立地のため市内有数の観光地としても親しまれています。
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所 在 地
整備手法

■スキー・クロスカントリースキー
　スキー・ノルディック複合クロスカントリー

札幌市清田区真栄
既存（改修工事あり）

白旗山競技場9

本格的なスキー距離競技場として、1990年に完成しました。第
2回冬季アジア競技大会を皮切りに2007年FISノルディックス
キー世界選手権札幌大会等、数多くの国際競技大会の開催実
績を有します。冬期間には歩くスキーコースやトレーニングコー
スが開放され、多くの市民、アスリートに利用されています。

所 在 地
整備手法

■スキー・アルペンスキー
▲パラアルペンスキー

北海道虻田郡倶知安町、ニセコ町
既存（改修工事あり）

ニセコエリア10

ニセコ地区は1960年代から開発が進み、いまでは大規模
な民間リゾートが複数整備されています。標高1,308ｍの
ニセコアンヌプリを利用した大規模なスキー場が展開さ
れ、最長滑走距離5,000ｍを誇るコースから初心者コース
まで、広く愛好者から親しまれています。

所 在 地
整備手法

■スキー・アルペンスキー／スキー・フリースタイルスキー／スキー・スノーボード
▲パラアルペンスキー／パラスノーボード

札幌市手稲区手稲金山
既存（改修工事あり）

サッポロテイネスキー場11

札幌1972大会では、スキー・アルペンスキー競技の回転、
大回転の会場として利用されました。また、2017年冬季ア
ジア札幌大会でも、スキー・アルペンスキーとスキー・スノー
ボードの回転、大回転の会場として利用されました。

所 在 地
整備手法

■スキー・フリースタイルスキー／スキー・スノーボード
▲パラスノーボード

札幌市南区定山渓
既存（改修工事あり）

札幌国際スキー場12

1978年に開業し、スキー・スノーボードのパラレルなどの
国内大会が開催されています。また、道内有数の温泉地で
ある定山渓温泉からほど近く、北海道でも屈指のパウダー
スノーと広大なゲレンデが自慢です。

所 在 地
整備手法

■スキー・フリースタイルスキー／スキー・スノーボード
▲パラスノーボード

札幌市中央区盤渓
既存（改修工事あり）

さっぽろばんけいスキー場13

都心から20分でアクセスでき、スキー・フリースタイルス
キーやスキー・スノーボードのアジア大会、ワールドカップ
が開催されています。また、2017年冬季アジア札幌大会
では、スキー・フリースタイルスキーのモーグル、スキー・ス
ノーボードのハーフパイプの会場として利用されました。

所 在 地
整備手法

■開会式／閉会式／メダルプラザ
▲開会式／閉会式／メダルプラザ

札幌市豊平区羊ヶ丘
既存（仮設工事のみ）

札幌ドーム

2001年のオープン以降、2017年冬季アジア札幌大会の
開会式やラグビーワールドカップ2019、東京2020大会
等の、様々な国際大会で使用された多目的ドームです。大
会時には開閉会式に加え、各競技のメダルセレモニーの
ほか、競技会場での白熱した試合の生中継を行います。

所 在 地
整備手法

■メインプレスセンター

札幌市白石区東札幌
既存（仮設工事のみ）

札幌コンベンションセンター

2017年冬季アジア札幌大会でもメディアセンターとして
利用した施設です。大会時には、記者会見室やカメラマン・
新聞記者向けの作業部屋等、報道関係者向けのメインプレ
スセンター（MPC）として活用されます。

所 在 地
整備手法

■国際放送センター
▲国際放送センター ※メインプレスセンターの機能含む

札幌市豊平区月寒東（予定）
既存（仮設工事のみ）

新展示場

大規模な展示場として計画されている新展示場を、大会時
には各競技の映像を編集して世界中に発信する拠点や、各
国のTVスタジオ等が設置される国際放送センター（IBC）
として活用します。

O+C
M P

MPC IBC

※東京2020大会の国際放送センター
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所 在 地
整備手法

■スキー・クロスカントリースキー
　スキー・ノルディック複合クロスカントリー

札幌市清田区真栄
既存（改修工事あり）

白旗山競技場9

本格的なスキー距離競技場として、1990年に完成しました。第
2回冬季アジア競技大会を皮切りに2007年FISノルディックス
キー世界選手権札幌大会等、数多くの国際競技大会の開催実
績を有します。冬期間には歩くスキーコースやトレーニングコー
スが開放され、多くの市民、アスリートに利用されています。

所 在 地
整備手法

■スキー・アルペンスキー
▲パラアルペンスキー

北海道虻田郡倶知安町、ニセコ町
既存（改修工事あり）

ニセコエリア10

ニセコ地区は1960年代から開発が進み、いまでは大規模
な民間リゾートが複数整備されています。標高1,308ｍの
ニセコアンヌプリを利用した大規模なスキー場が展開さ
れ、最長滑走距離5,000ｍを誇るコースから初心者コース
まで、広く愛好者から親しまれています。

所 在 地
整備手法

■スキー・アルペンスキー／スキー・フリースタイルスキー／スキー・スノーボード
▲パラアルペンスキー／パラスノーボード

札幌市手稲区手稲金山
既存（改修工事あり）

サッポロテイネスキー場11

札幌1972大会では、スキー・アルペンスキー競技の回転、
大回転の会場として利用されました。また、2017年冬季ア
ジア札幌大会でも、スキー・アルペンスキーとスキー・スノー
ボードの回転、大回転の会場として利用されました。

所 在 地
整備手法

■スキー・フリースタイルスキー／スキー・スノーボード
▲パラスノーボード

札幌市南区定山渓
既存（改修工事あり）

札幌国際スキー場12

1978年に開業し、スキー・スノーボードのパラレルなどの
国内大会が開催されています。また、道内有数の温泉地で
ある定山渓温泉からほど近く、北海道でも屈指のパウダー
スノーと広大なゲレンデが自慢です。

所 在 地
整備手法

■スキー・フリースタイルスキー／スキー・スノーボード
▲パラスノーボード

札幌市中央区盤渓
既存（改修工事あり）

さっぽろばんけいスキー場13

都心から20分でアクセスでき、スキー・フリースタイルス
キーやスキー・スノーボードのアジア大会、ワールドカップ
が開催されています。また、2017年冬季アジア札幌大会
では、スキー・フリースタイルスキーのモーグル、スキー・ス
ノーボードのハーフパイプの会場として利用されました。

所 在 地
整備手法

■開会式／閉会式／メダルプラザ
▲開会式／閉会式／メダルプラザ

札幌市豊平区羊ヶ丘
既存（仮設工事のみ）

札幌ドーム

2001年のオープン以降、2017年冬季アジア札幌大会の
開会式やラグビーワールドカップ2019、東京2020大会
等の、様々な国際大会で使用された多目的ドームです。大
会時には開閉会式に加え、各競技のメダルセレモニーの
ほか、競技会場での白熱した試合の生中継を行います。

所 在 地
整備手法

■メインプレスセンター

札幌市白石区東札幌
既存（仮設工事のみ）

札幌コンベンションセンター

2017年冬季アジア札幌大会でもメディアセンターとして
利用した施設です。大会時には、記者会見室やカメラマン・
新聞記者向けの作業部屋等、報道関係者向けのメインプレ
スセンター（MPC）として活用されます。

所 在 地
整備手法

■国際放送センター
▲国際放送センター ※メインプレスセンターの機能含む

札幌市豊平区月寒東（予定）
既存（仮設工事のみ）

新展示場

大規模な展示場として計画されている新展示場を、大会時
には各競技の映像を編集して世界中に発信する拠点や、各
国のTVスタジオ等が設置される国際放送センター（IBC）
として活用します。

O+C
M P

MPC IBC

※東京2020大会の国際放送センター
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会場配置計画

競技

2030 Hokkaido Sapporo
Olympic And Paralympic
Winter Games

0404

所 在 地
整備手法

■オリンピック選手村
▲パラリンピック選手村

札幌市豊平区月寒地区（予定） ほか
既存施設建替 など

市営住宅月寒団地ほか

選手が安全・安心・快適に滞在できる住空間として、大会全
体で約5,500人の選手・役員を収容します。老朽化した市
営住宅の建替計画と連動した整備のほか、既存ホテルの活
用など、札幌市内で２～３の分村を検討します。

O V

※東京2020大会の選手村

2030 Hokkaido Sapporo
Olympic And Paralympic
Winter Games

2030 Hokkaido Sapporo
Olympic And Paralympic
Winter Games

宿泊・輸送等0505
　オリンピック・パラリンピックでは国内外から多くの選手、観客、メディア、大会の関係者が札幌を訪れます。大会ではこれら
の方々に円滑なサービスを提供するとともに、市民の皆さまにとっても安心、安全な生活環境を維持できる計画を検討します。

輸 送
誰にとっても快適な移動環境の提供

宿 泊
多様な宿泊ニーズへの対応

その他（安全対策等）

東京2020大会等の知見を活かした安心・安全な大会の実現

選手等大会関係者については、専用車両の使用やオリンピック優先レーンの設定
等により、確実に輸送を行います。

大会関係者や観客の移動に伴う交通混雑を緩和するため、交通需要マネジメン
トの推進やICTの活用により、良好な交通環境の維持に努めます。

観客については、公共交通ネットワークの活用や競技会場と交通拠点を結ぶシャ
トルバスの運行等により、円滑な輸送を行います。また、駅や経路のバリアフリー
化を進め、あらゆる方が利用しやすい環境整備を進めます。

札幌市の宿泊施設は30,000室以上の多様な客室を備えており、世界中か
ら来訪する多数の大会関係者を収容する能力を有しています。

多くの大規模イベントや国際スポーツイベントを受け入れてきた経験を活
かし、大会関係者や観客の多様なニーズに応えるおもてなしを提供します。

大会開催を契機とした共生社会の実現に向けて、宿泊施設のバリアフリー
化を促進する取組を進めます。

警察、消防、自衛隊、民間警備会社等と連携し、テロの未然防止や大規模災
害発生時における体制を整え、大会関係者や観客、市民の皆さまにとっても
安心安全な競技実施や観戦を保証します。

医療機関との連携を密に行い、通常のサービス水準を落とさずに大会関係者
や観客にも安心して医療サービスを提供できるような体制を構築します。

万が一感染症が発生した場合も、東京2020大会や他の国際競技大会、ス
ポーツイベントでの取組状況を踏まえ、影響を最小限に抑えて開催できる対
策を検討します。

ⒸSAWGOC / PHOTO KISHIMOTO


